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であり､緩和時間Tは粒径dのハードコアでは
T= 5v局
16､斤d2nヽ用布
(4)
となる.また平衡系のセルと非平衡系のセルの誘導圧力6Pxxは2次の圧力テンソルを計算
することで求められる:
△Pxx-nkTo- nokTo+
密度の変化分(2)を考慮すると結局(5)は
△Pxx-
12m入2∂xTK2
25nk2Tk
12m入2∂xTK2
25nok2To2 >0,
(5)
(6)
となり､確かに非平衡側で圧力が上がる結果を得た｡この結果はSSTの予言と矛盾してい
ない｡
しかしここでの一致は偶然であると思われる｡先に触れた様にSSTはKnudsen気体か
らの拡張になっていないのでこの種の計算では正当性を議論できない｡またInformation
Theoryそのものも問題があり､Boltzmann方程式では必然的に局所平衡､即ち､平衡分
布関数の温度と運動エネルギーで定義される温度が等しいのであるがInformationTheory
ではその結果を充たさない｡またBoltzmannの衝突項を線形化し､緩和時間近似を行なっ
たBGK方程式では(5)の段階での6Pxxは0であり､粒子が逆に流れることで6Pxx>0
を保っている｡この結果はMaxwel分子ではBoltzmann方程式の純正Chapman-Enskog
法による解析でも変わらないようであるがハードコアや他の系に一般化することはできな
い｡更に全ての計算結果において最近､佐々が導出したSSTの等式は充たしておらず､ほ
ぼ確実に希薄気体はSSTと整合しないことが明らかになりつつある｡いずれにしても純正
Chapman-Enskog法による分布関数の2次近似は現在のところ存在せず､解析には慎重な
計算が必要である｡
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